
議
員

近
年
、
本
市
の
競
輪

の
売
り
上
げ
は
落
ち
込
ん
で

い
る
が
、
�
日
本
自
転
車
振

興
会
へ
の
交
付
金
や
公
営
企

業
金
融
公
庫
へ
の
納
付
金
な

ど
が
、
さ
ら
に
競
輪
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
と
考
え
る
。

交
付
金
の
引
き
下
げ
活
動
の

成
果
を
聞
き
た
い
。

公
営
事
業
所
長

一
号
か
ら

三
号
ま
で
の
交
付
金
の
う
ち
、

要
望
し
て
い
た
二
号
交
付
金

（
体
育
、
そ
の
他
公
益
事
業

の
振
興
）
の
廃
止
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、
全
国
競
輪
主

催
地
議
会
議
長
会
等
四
団
体

に
よ
る
陳
情
活
動
が
実
り
、

平
成
十
九
年
六
月
十
三
日
に

自
転
車
競
技
法
が
改
正
さ
れ
、

新
た
に
交
付
金
を
財
源
と
す

る
還
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ

た
。
こ
の
制
度
は
、
一
号
交

付
金（
機
械
工
業
へ
の
振
興
）

と
、
二
号
交
付
金
の
合
算
額

の
三
分
の
一
を
上
限
に
、
競

輪
事
業
の
活
性
化
へ
つ
な
が

る
投
資
に
交
付
金
の
一
部
を

還
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

今
年
度
、
還
付
さ
れ

る
金
額
は
ど
の
程
度
と
想
定

し
て
い
る
の
か
。

公
営
事
業
所
長

還
付
申
請

し
た
全
額
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
三
億
六
〇
〇

〇
万
円
余
り
で
あ
る
。

議
員

還
付
金
は
有
効
に
活

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

使
途
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

公
営
事
業
所
長
・
事
業
課
長

こ
の
還
付
金
は
施
設
整
備

等
に
よ
り
活
性
化
を
図
る
た

め
に
活
用
す
べ
き
旨
が
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平

塚
市
競
輪
事
業
基
金
に
組
み

入
れ
て
施
設
整
備
等
を
行
い
、

来
場
者
数
の
拡
大
を
図
る
考

え
で
あ
る
。

議
員

「
簡
素
で
効
率
的
な

政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行

政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
公
営
企
業

金
融
公
庫
が
平
成
二
十
年
十

月
に
廃
止
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
が
、
公
営
企
業
金

融
公
庫
納
付
金
は
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

公
営
事
業
所
長

地
方
公
共

団
体
が
共
同
で
、
新
た
に
地

方
公
共
団
体
共
同
出
資
法
人

「
地
方
公
営
企
業
等
金
融
機

構
」
を
設
立
す
る
。
公
営
企

業
金
融
公
庫
の
所
有
し
て
い

る
一
切
の
権
利
・
義
務
は
、

こ
の
新
た
な
金
融
機
構
が
承

継
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

納
付
金
制
度
も
引
き
継
が
れ

る
こ
と
と
な
る
。

議
員

今
後
、
入
場
料
を
無

料
に
す
る
考
え
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

事
業
課
長

南
関
東
で
構
成

す
る
八
競
輪
場
の
協
議
の
中

で
は
、
治
安
の
維
持
と
来
場

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

防
止
す
る
た
め
、
入
場
料
の

徴
収
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

議
員

平
成
十
九
年
十
月
、

市
内
の
物
販
店
で
小
学
生
が

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
す
り

と
固
定
保
護
板
の
間
に
首
を

挟
ま
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
。

昇
降
機
の
所
有
者
・
管
理
者

に
よ
る「
定
期
検
査
・
報
告
」

義
務
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

都
市
政
策
部
長

昇
降
機
の

安
全
な
運
行
を
図
る
た
め
、

そ
の
管
理
者
ま
た
は
所
有
者

は
設
置
の
翌
々
年
度
か
ら
毎

年
一
回
、
一
級
建
築
士
や
昇

降
機
検
査
資
格
者
等
に
よ
る

検
査
を
受
け
、
そ
の
結
果
を

特
定
行
政
庁
へ
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

議
員

�
神
奈
川
県
建
築
安

全
協
会
は
、
昇
降
機
の
安
全

運
行
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

っ
て
い
る
の
か
。

都
市
政
策
部
長

本
市
で
は

昇
降
機
の
管
理
者
等
へ
の
定

期
報
告
書
提
出
の
案
内
、
督

促
、
予
備
審
査
、
現
地
で
の

指
導
等
の
業
務
を
�
神
奈
川

県
建
築
安
全
協
会
へ
委
託
し

て
い
る
。
当
該
協
会
を
経
由

し
て
市
に
報
告
さ
れ
た
後
、

本
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

建
物
の
安
全
を
担
保

す
る
う
え
で
、
昇
降
機
や
建

築
設
備
を
含
め
た
建
築
物
に

対
す
る
市
独
自
の
安
全
評
価

の
表
示
制
度
の
実
施
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
政
策
部
長

実
際
の
検

査
・
点
検
は
、
民
間
の
昇
降

機
検
査
資
格
者
等
が
行
う
た

め
、
そ
の
報
告
を
受
け
る
特

定
行
政
庁
側
が
安
全
評
価
の

表
示
を
行
う
こ
と
が
適
切
か

ど
う
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

一
方
、
国
土
交
通
省
で
は
一

連
の
事
故
を
受
け
て
関
係
政

省
令
の
改
正
準
備
に
着
手
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
も
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員

市
内
で
発
生
す
る
資

源
再
生
物
の
う
ち
缶
類
、
瓶

類
等
の
四
品
目
を
合
理
的
か

つ
経
済
的
に
処
理
資
源
化
す

る
た
め
の
中
間
処
理
施
設
で

あ
る
平
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
は
、
十
六
年
度
か
ら
稼

働
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
で

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
三

日
に
火
災
が
発
生
し
た
が
、

施
設
の
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

事
務
棟
は
、
す

す
に
よ
り
一
部
使
用
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。工
場
棟
は
、

二
階
全
面
が
火
災
に
よ
る
煙

と
す
す
、
電
気
設
備
の
損
傷

な
ど
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
ま
た
プ
ラ
ン

ト
に
お
い
て
は
火
元
と
な
っ

た
プ
ラ
ク
ル
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
類
）
を
受
け

入
れ
る
ホ
ッ
パ
ー
や
処
理
ラ

イ
ン
が
火
災
熱
に
よ
り
損
傷

を
受
け
て
お
り
、
瓶
・
缶
等

の
処
理
ラ
イ
ン
も
、
す
す
、

電
気
設
備
の
損
傷
に
よ
り
運

転
が
停
止
し
て
い
る
。

議
員

施
設
の
全
面
復
旧
ま

で
の
間
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

プ
ラ
ク
ル
は
ど
の
よ
う
に
処

理
す
る
の
か
。

環
境
部
長

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
は
、
当
面
大
磯
町

で
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
資

源
化
す
る
処
理
を
要
請
し
て

い
く
。
プ
ラ
ク
ル
に
つ
い
て

は
、
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の

隣
接
地
に
仮
設
処
理
場
を
設

置
し
、民
間
事
業
者
に
破
袋
、

圧
縮
処
理
を
依
頼
し
、
従
来

の
指
定
法
人
ル
ー
ト
で
資
源

化
す
る
な
ど
、
資
源
物
ご
と

に
処
理
を
分
散
し
て
対
応
し

て
い
く
。
な
お
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
可
能
な
限
り
資
源

化
を
図
る
が
、
処
理
能
力
や

保
管
場
所
の
ス
ペ
ー
ス
等
の

問
題
か
ら
、
や
む
を
得
な
い

場
合
、
一
部
焼
却
処
理
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

議
員

市
民
に
ご
み
の
分
別

を
求
め
て
い
る
以
上
、
焼
却

せ
ず
他
の
自
治
体
に
処
理
を

依
頼
す
る
な
ど
の
方
法
が
取

れ
な
い
の
か
。

環
境
部
長

県
を
通
じ
、
県

内
他
市
で
受
け
入
れ
が
可
能

か
を
確
認
し
た
。
プ
ラ
ク
ル

に
つ
い
て
は
自
治
体
に
よ
っ

て
処
理
の
純
度
が
異
な
る
と

い
う
問
題
も
あ
り
、
ま
た
横

須
賀
以
外
の
市
は
受
け
入
れ

が
不
可
能
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

議
員

今
回
の
事
故
を
受
け
、

今
後
の
対
応
と
対
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

環
境
部
長

自
治
会
を
通
じ
、

回
覧
等
に
よ
り
市
民
に
適
正

な
分
別
の
周
知
、
協
力
を
依

頼
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の

復
旧
修
繕
の
際
に
は
、
何
ら

か
の
再
発
防
止
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
成
十
八
年
六
月
の

消
防
組
織
法
の
改
正
を
受
け
、

県
が
主
催
す
る
「
神
奈
川
県

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に

関
す
る
検
討
懇
話
会
」
に
お

い
て
二
六
の
消
防
本
部
を
七

な
い
し
九
に
統
合
す
る
三
つ

の
再
編
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

消
防
組
織
の
広
域
化
の
メ
リ

ッ
ト
を
聞
き
た
い
。

消
防
長

隣
接
す
る
市
境
で

の
災
害
時
に
現
場
へ
の
到
着

時
間
を
短
縮
で
き
、
ま
た
大

規
模
火
災
や
同
時
多
発
し
た

救
急
事
案
等
に
、
多
数
の
部

隊
の
迅
速
な
出
動
と
統
一
的

な
対
応
が
可
能
と
な
る
な
ど
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員

広
域
化
は
、
消
防
体

制
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

消
防
長

総
務
や
通
信
指
令

部
門
が
統
合
さ
れ
、
組
織
や

人
員
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た

人
員
を
、
現
場
の
署
所
の
災

害
対
応
要
員
に
配
置
し
て
消

防
隊
や
救
急
隊
等
を
増
強
す

る
こ
と
が
体
制
の
強
化
に
つ

な
が
り
、
住
民
へ
の
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能

に
な
る
と
考
え
る
。

議
員

広
域
化
は
職
員
の
削

減
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
。

消
防
長

消
防
体
制
の
整
備

と
確
立
を
図
る
た
め
に
行
う

も
の
で
あ
り
、
消
防
力
を
総

合
的
に
向
上
さ
せ
る
の
が
広

域
化
の
目
的
で
あ
る
。

議
員

「
市
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
本
市
に
お
け
る「
安
心
・

安
全
」
の
現
状
を
ど
う
把
握

し
、
認
識
し
て
い
る
の
か
。

防
災
安
全
部
長

本
市
の
犯

罪
の
特
徴
は
、
自
転
車
・
バ

イ
ク
の
盗
難
が
多
い
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
自
転
車
に
よ

る
交
通
事
故
多
発
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

犯
罪
や
事
故
を
抑
止
し
、
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
「
安
心
・

安
全
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
う
え
で
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。

議
員

犯
罪
の
抑
止
や
交
通

事
故
の
減
少
に
向
け
、
現
在

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

平
塚
警
察

署
や
平
塚
市
防
犯
協
会
と
連

携
し
、
各
種
の
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
取
り
締
ま
り
、
地

域
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

犯
罪
の
抑
止
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
事
故
の
減
少
に

向
け
、
市
・
警
察
・
各
種
団

体
で
組
織
す
る
交
通
安
全
対

策
協
議
会
を
中
心
に
各
種
運

動
等
を
展
開
し
て
い
る
。

議
員

今
後
、
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
施
策
を
推
進
し
て

い
く
の
か
。

防
災
安
全
部
長

警
察
、
地

域
と
の
連
携
を
強
め
、
市
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
犯
罪

の
抑
止
や
交
通
事
故
の
減
少

に
努
め
「
安
心
・
安
全
な
ま

ち
平
塚
」
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
塚
駅
西
口
周
辺
の

治
安
維
持
の
た
め
、
駅
西
口

へ
の
交
番
の
設
置
を
求
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

防
災
安
全
部
長

市
民
か
ら

の
要
望
を
受
け
平
塚
警
察
署

に
要
請
し
た
が
、
駅
周
辺
に

は
三
か
所
の
交
番
が
あ
り
、

現
状
で
対
応
が
可
能
と
の
判

断
か
ら
設
置
は
難
し
い
が
、

西
口
の
再
開
発
等
で
状
況
が

変
わ
れ
ば
、
再
度
検
討
し
て

い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

駅
西
口
へ
交
番
設
置
は

「
地
方
公
営
企
業
等

金
融
機
構
」の
設
立
へ

入
場
料
は
今
後
も
徴
収

議

会
日

誌

１１
・
７
議
員
全
員
協
議
会

１１
・
２０
議
会
運
営
委
員
会

１１
・
２７
定
例
市
議
会
初
日

〃

議
会
運
営
委
員
会

１２
・
６
定
例
市
議
会
二
日
目

１２
・
７
定
例
市
議
会
三
日
目

１２
・
１０
定
例
市
議
会
四
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

１２
・
１１
定
例
市
議
会
五
日
目

１２
・
１３
総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

〃

総
務
経
済
委
員
協
議
会

１２
・
１４
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

１２
・
２０
議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

１２
・
２７
議
会
報
編
集
委
員
会

１
・
２１
議
会
報
編
集
委
員
会

建
築
物
の
安
全
担
保
へ

本
市
独
自
の
表
示
制
度
の
実
施
を

創創設設さされれたた還還付付金金制制度度をを有有効効活活用用

第 ��� 号

自自自自自自自自自自自自自自自自自自転転転転転転転転転転転転転転転転転転車車車車車車車車車車車車車車車車車車競競競競競競競競競競競競競競競競競競技技技技技技技技技技技技技技技技技技法法法法法法法法法法法法法法法法法法がががががががががががががががががが改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正

施設整備等で来場者数拡大図る

平塚競輪場（湘南バンク）

ひらつか議会だより

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
火
災

復
旧
ま
で
の
プ
ラ
ク
ル
等
の
処
理
方
法
聞
く

平塚市リサイクルプラザ（四之宮）

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

警
察
・
地
域
と
の
連
携
を
強
化

消
防
組
織
の
広
域
化

迅
速
な
対
応
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

平成��年（２００８年）�月��日（�）
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